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2020 年 12 月 1 日 

東京芸術祭実行委員会 

 

「東京芸術祭 2020」閉幕にあたって 

〜新型コロナ共生時代における新たな舞台芸術の鍵は、「息の詰まらないデジタル化社会」の探求〜 

 

東京芸術祭実行委員会が、2020 年 9 月 30 日（水）より 61 日間にわたり開催してきた「東京芸術祭 2020」

は、2020 年 11 月 29 日（日）閉幕いたしました。今年は、徹底した新型コロナウイルス感染症拡大防止に取り組

み、通常公演のみならずオンライン配信や VR を取り入れた公演など、全 39 の舞台芸術のプログラムを展開しました。リ

スクをミニマムにしつつ人と人が出会うという大きな課題のもと、「どうやって出会う！」を今年のテーマに掲げ、舞台芸術が

これからも在るために、多様な実施形態を通じ新たな舞台芸術のあり方を検証しました。安心安全に配慮し、劇場やデ

ジタルプラットフォームなど様々な手法で開催し、通常公演における来場者・参加者数約 29,000 名、オンライン公演

約 13,000 リーチ（※1）となり、たくさんのお客様にお楽しみいただきました（※2）。 

 

未曾有の事態に遭遇し開催も危ぶまれた中、プランニングチームがそれぞれの専門性を活かし、文字通りチーム一丸と

なり議論を重ね、アーティストやスタッフの力を借りて舞台芸術の新たな可能性や拡張性を探り開発する機会、そしてそ

れらを通してお客様をはじめ様々な出会いを得られたことが、フェスティバルとして未来へつながる一歩と成し得たと、大き

な感謝をもって受け止めております。 

 

今後も、誰にでも開かれ、多様な人々の居場所として東京の魅力の一端を担い続けるべく尽力してまいります。 

ご参加いただき、誠にありがとうございました。 

※１：オンライン公演に関するリーチ数は、視聴者数・視聴再生回数・オンラインアクセス数を積算した数値。 

※２：本公表数値は、2020 年 11 月 29 日（日）23 時 59 分時点における暫定数値です。 

 

■ 東京芸術祭総合ディレクター 宮城聰 コメント 

「どうやって出会う」と「DX」 宮城 聰 

この秋の感染拡大をつぶさに見ながら、僕は「人の出会い方には大別して２つのパターンが有る」ということを感じていまし

た。それをここでは「狩猟民型」と「農耕民型」と呼ばせてください。 

 狩猟民型の出会いは、自分の肉体を相手の真正面に置いて向かい合い、まずお互いが敵ではないことを確認するために

スキンシップをし、それから、お互いの意見が異なっているという前提で発言し合い、合意点を探してゆく、というものです。 

 いっぽう農耕民型は、自分の肉体を、相手の肉体の横に並べて相手と同じ方向を見て、お互いのゴール（目的地）はだ

いたい同じだという前提の上で、相手との呼吸を合わせてゆく、というやりかたです。つまり農作業のやりかたですね。 

本情報は、東京芸術祭実行委員会構成団体と一斉に配信しているため、情報が重複して送られてしまうことがございます。

予めご了承いただけますようお願い申し上げます。 
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 言うまでもなく、前者を取る人々の割合が多い国では感染は激しく拡大し、後者が多い社会では感染拡大は比較的ゆっ

くりでした。 

 前者の出会い方は「お互いを高め合う」ことを理想とし、後者の出会い方は、いわば「合体」によってハイパワーを発揮するこ

とを理想としていると思います。 

 もし生身の人間を介在させることを「アナログ」と呼ぶとするなら、狩猟民型の出会いの多い社会では、「デジタル」に乗り換

えることで圧倒的に作業効率が上がります。（それは駅や郵便局の有人窓口を見てもわかることで、客と窓口担当者が狩

猟民型で出会ってしまうと、すごく時間がかかります。）そうした国々が、日本と比べて早めにデジタル化に取り組もうと考えた

のはもっともです。いっぽう日本は、生身の人手を介在させても、客と「ゴールが同じ」という前提があるので AI とそんなには変

わらない対応ができてしまう。でもそれがリモートワークには大きな弱点になってしまった。 

 逆に言えば、デジタル化をぐいっと進める上での一般市民の抵抗感は、農耕民型社会のほうがずっと少ないだろうとも思い

ます。ここに日本のノビシロがあることは間違いありません。 

 ただ、ここでひとつ気をつけなければいけないことがあるように思います。 

 もし農耕民型の国でデジタル化がぐいっと進んで、「相手が自分に呼吸を合わせてくれる」ことが AI によって社会の様々な

局面で高度に可能になってゆくとすると、呼吸の合わない他者、違和感のある他者、自分たちと「合体」できない他者が、

「いてはいけないもの」になっていくかもしれません。 

 この手の社会って、SF によく出てきますが、ひどく息が詰まりますよね。そしてそのミニチュア版はコロナ禍によってすでに身近

なところに出現しているように思えます。 

 じゃあデジタル化が進んでも息が詰まらない社会、を、農耕民型の日本でどうやってつくってゆくか──。 

 ここで舞台芸術の出番だ、と、僕などは考えるわけです。 

 舞台芸術は「たったひとりでは形にできない」という特徴を持っています。複数の人間が（ほぼ）同じゴールを目指して協働

し、みんなで一緒に初日を迎えます。仲間と「合体」して、びっくりするほどのパワーが発揮されます。つまり、かなりの程度、農

耕民的な作業です。とすると、この作業は、本来、デジタルとは極めて相性がいいはずですよね。生身の人間がやっていた仕

事をひとつひとつ検証してゆけば、ここもデジタル化できるぞ、こっちもだ、と、かなり DX を進められるのではないかと思います。 

 しかしどれだけデジタル化を進めても、舞台芸術においては、「違和感のある他者を排除しよう」という考えは出てきません。 

 なぜなら、舞台芸術家は、「自分という他者」への違和感、を創造の源泉としているからです。 

 僕は、ほんとうは人間だれしも、自分に対して「違和感」を抱いている、と思っています。（例えば自分の「老い」を自然に受

け入れられる人は少ないと思います。）そして芸術を見ることで人は、自分が抱いている「自分自身への違和感」という始末

に負えないもの、自分に違和感を抱いてしまうことへの恐怖、との和解を（つかの間でも）感じられるのだと思います。 

 舞台芸術家になるような人というのは、この「自分への違和感」から目をそらすことができなくなってしまった人間たちです。だ

からこそ、創作のプロセスをとことんまでデジタル化したとしても、「自分と合体できないもうひとりの自分」を消すことはできない

のです。そのため舞台芸術は常に、「自分以外の他者にどうやって居場所をつくるか」という大テーマを内包しているわけです。 

 

 もし 2020 年が「舞台芸術の DX 元年」と呼ばれるようになるなら、それは「息の詰まらないデジタル化社会」を探求す

る壮大な実験の序章でもあるはずです。  
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名称 ：東京芸術祭 2020 

会期 ：2020（令和 2）年９月 30 日（水）～11 月 29 日（日） 

会場 ：東京芸術劇場、あうるすぽっと（豊島区立舞台芸術交流センター）、  

GLOBAL RING THEATRE（池袋西口公園野外劇場）、 

東京建物 Brillia HALL（豊島区立芸術文化劇場）ほか 池袋周辺エリア 

実施プログラム数：全 39 プログラム（通常公演 20 プログラム、オンライン公演 25 プログラム、 

うち通常公演+オンライン公演同時開催 6 プログラム）※3 

参加者数：通常公演における来場者・参加者数約 29,000 名、オンライン配信約 13,000 リーチ 

主催 ：東京芸術祭実行委員会 

      ［豊島区、公益財団法人としま未来文化財団、フェスティバル/トーキョー実行委員会、 

       公益財団法人東京都歴史文化財団（東京芸術劇場・アーツカウンシル東京）］ 

 
※3：各プログラム詳細につきましては、東京芸術祭 2020 公式サイト内プログラムページ(https://tokyo-festival.jp/2020/program/)よりご参照ください。 

 

■東京芸術祭について 

東京芸術祭は、東京の多彩で奥深い芸術文化を通して世界とつながることを目指した都市型の総合芸術祭で、

2016 年から開催しています。2018 年より、総合ディレクターとして就任した宮城聰氏（演出家／SPAC-静岡県

舞台芸術センター芸術監督）と各事業のディレクター（プランニングチーム）との協働体制で展開しています。 

▼東京芸術祭 2020 公式サイト : https://tokyo-festival.jp/ 

 

■SNS 公式アカウント一覧 

Facebook : https://www.facebook.com/tokyofestivalsince2016/ 

Twitter    : https://twitter.com/tokyo_festival 

Instagram : https://www.instagram.com/tokyo_festival/ 

 

 

東京芸術祭 2020 開催概要 
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